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１．概要（Summary） 

貴金属ナノ粒子を用いたプラズモニック光化学にお

いて、付随する熱発生は多くの場合邪魔者と考えられ

た。しかし、プラズモン加熱をむしろ積極的に利用し

て、腫瘍細胞の光熱治療や微粒子のマニピュレーショ

ンに用いようとする研究も増加している。我々は、半

導体微細加工技術によって精度よく作製・配列された

金ナノ構造体に対してレーザー加熱をおこない、形状

変化および温度変化のダイナミクスなど種々の効果

について明らかにすることを目的として研究をおこ

なった。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

超高精度電子ビーム描画装置、ヘリコンスパッタリン

グ装置、電界放射型走査型電子顕微鏡 

 

・実験方法 

ガラス基板上に電子線ビーム露光／リフトオフによって

金ナノディスク構造体アレイを作製した。金ナノディスクの

直径は 80 nm、厚さは 40 nm で、構造間の距離は 1 μm

（高密度）および 10 μm（低密度）である。また、接着層の

有無による加熱効果の違いを検討するため、一部のサン

プルでクロムの接着層を使用した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 に作製した金ナノディスク構造体アレイの

SEM 像を示す。電子線リソグラフィによって精度よ

く金ナノディスク構造体を作製することに成功した。

現在、レーザーによる加熱実験を進めており、AFM

などを用いた形状変化観察、時間分解分光による温度

変化ダイナミクスを測定し、接着層の有無、構造間距

離による影響について検討する予定である。さらに将

来的には、ナノギャップを有する二量体構造を作製し、

高熱変換プロセスの観測を行いたい。 

厚さ41 nm

 

Fig. 1 Typical SEM images of gold nanodisks 

(diameter=80 nm, thickness=40 nm, pitch= 1 μm). 

(a) and (b) are top-view, (c) is cross section image. 
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